
 

 

 

 

 

 

「野菊の会」～地域の中にある小さな集まり①～ 向井千尋 

 「野菊の会」では、第３金曜日の午後１時３０分～から、宮ノ前公民館で童謡やなつかしのメロデ

ィを歌っています。会を立上げられたのは、宮ノ前の福井かずみさん、北内賢三さん。今から約２５

年前に音楽教師であった小中の故藤木山冶先生を講師に迎えてスタートされました。途中、藤木先生

が体調を悪くされた時に、私に代役として声をかけてもらったのがきっかけで、今も伴奏係としてい

っしょに歌っています。当時、藤木先生から「歌が上達することや伴奏が上手にできることよりも、

歌いたいと集ってくれる人たちと良い関係をつくっていくことが大切ですよ。」とアドバイス頂いた

一言が今も、心に残っています。 

 この３年余り、コロナ緊急事態等によって、感染予防のために会は長らく休止、会員も減って、一

時は、続けていけるかが危ぶまれました。そんな中、

現在代表の荒木洋子さんは、「会員が減っても、続けた

い人たちとだけでもいいから、続けていきたい！」と

の思いがあり、会は復活しました。最近では宮ノ前だ

けでなく、日置地区からいろんな方が来て下っていま

す。たのしく歌ったり、しゃべったり、笑ったり、日

常の中にあるほんのひとときのつどいの時間に私自身

が元気をもらっています。 

インフォメーション 

風和通信の協賛に協力して頂いている原哲夫さんを紹介させて頂きます。 

原さんは３年前に奥様の実家である丹波篠山市に移住されました。そして「未来少女・舞」を出版されています。 

風和の活動を応援して下さいっています。 

 私は小学5、6年生の頃から本を読むのが好きになり、たくさん読んでいました。高校生になると詩を書いて

いました。将来は小説を書きたいと思っていました。大学は理系の学科を選び、電気工学や機械工学などを学

んでいました。人形劇のサークルに入り、脚本を書いていました。大学を卒業後は京都の養護学校、中学校に

勤務しました。小説は 36 歳から書き始め、今まで短編、長編の小説、児童文学、童話約 60 作を書きました。

それを自費出版しました。今まで 7冊発行しています。 

 『未来少女・舞』は書き始めてから 12年間かかりました。私が中学校に勤務していた時に担当したソフトボー

ル部のことを素材にして日本の近未来の日常を描いています。主人公の舞は小学校の高学年で不登校になり

ました。通信制中学校に入り、不登校を克服しました。通信

制中学校は日本で２校存在しています。ただ、昭和２０年以

降に生まれた人は入学できません。それで、通信制高校の

教師を取材したり、学校を訪ねたりして、イメージを膨ら

ませていきました。その頃、日本は人口が１億人を切って

いる可能性があります。地球温暖化はより一層進んでいま

す。平凡な１人の少女はどう生きているのでしょうか。                              

（原哲夫） 
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丹波篠山市宮ノ前 264 
TEL &FAX 079-506-1618 
http://www.npofu-wa.net 

丹波ささ山特産品 

販売・卸し

やき栗直売 

丹波ささ山 

森本 
丹波篠山市 

河原町 206 

079（552）4792 

 

水回りのことなら 

なんでもご相談下さい 

戸 倉 設 備 
 

丹波篠山市 

西新町 2-1 

079-552-5447 

『未来少女・舞』 
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野菊の会 

童謡、唱歌、民謡、懐メロなどを歌っています 

毎月第３金曜日 

午後１：３０～３：３０ 

宮ノ前公民館 



まちライブラリーの本棚から 2８ 

つどい場お茶の実  原 美由紀 

『やがて訪れる春のために』 はらだみずき ２０２３年新潮文庫 

つどい場には、家族のお世話（介護）をしている、またはそれを

終えたという人もお茶を飲みに来ます。 そして、家族の“介護”

に対する見方や考え方を聞くたびに学ぶことが多くあります。 

その中の一人で、介護中は自分のペースで本を読むことすらまま

ならない時がある、ということを気付かせてくれたつどい場仲間

がすすめてくれた本を紹介します。  

 彼女は、介護を特別なものとは思わず、一緒に暮らすために必

要なことに手を貸している、そんな感覚をもっているように思わ

れる女性で、「あたりまえ」ということの大切さを幾度となく教

えてもらいました。 

そんな彼女が手渡してくれた本には、その「あたりまえ」という

ものが時としてそうではなくなり、だんだん本人の思うような暮

らしが遠ざかっていく様子が描かれていました。認知症がそうさ

せてしまうことは多いけれども、近くにその人のことを思う誰か

がいるだけで、たとえ認知症があ

ってもお互いに希望を感じられ

ることもある、最後にはそんなあ

たたかい気持ちになった本です。 

カバー装画も可愛らしいので、な

がめているとホッとします。  

 

地域おこし協力隊の黒川さん ありがとうございました 

令和 5 年度賛助会費、協賛金を頂

き、ありがとうございます。 

ふうわなくらし１６９ 

 「宮ノ前をアサギマダラ（めずらしいち

ょうちょ）の郷にしよう！」という夢の下、

宮ノ前有志で、アサギマダラが蜜を求

めてくるというフジバカマを植えました。

そして、風和の小さな畑の一角にも植

えました。一昨年、その美しいちょうちょ

が、初めて到来し、ひらりひらりと飛ぶ

優雅な舞いに感動しました。去年は来

なくて（実は、来てたかもしてません

が）、今年も、フジバカマの花が咲いて

も、来る様子もなくて、やっぱりもう来な

いのかな？と思っていました。そした

ら、思い出したように、ひらりひらりとや

って来てくれました。（千尋） 
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〒669-2441 

丹波篠山市日置 37 

 2023年１１・１２月の予定 

●１１月 2６日（日）10時～ 

かやのみカフェ 日置ふるさとステーション 

●１２月 2４日（日）10時～ 

丹波篠山市民センターまつり（バザーの部） 

 

令和５年度 ＮＰＯ法人風和賛助会員、 

協賛広告ご支援宜しくお願いします。 

賛助会員 1口 1000円 （3口～幸いです） 

協賛団体 1口 3000円 

協賛広告 12回分 5000円 

※郵便振込または風和までお申し出下さい。 

振込先（郵便局） 名義 ＮＰＯ法人風和 

番号 14380－70801431 


